
JP 2014-516645 A5 2015.6.18

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年6月18日(2015.6.18)

【公表番号】特表2014-516645(P2014-516645A)
【公表日】平成26年7月17日(2014.7.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-038
【出願番号】特願2014-508548(P2014-508548)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/151    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/14     ３００Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月27日(2015.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、
　前記デバイスは、
　ハウジングであって、デバイスアクチュエータと、前記ハウジングの中に流体を受け取
るための開口部とを含むハウジングと、
　前記ハウジング内の事前包装された真空チャンバであって、前記真空チャンバは、前記
デバイスアクチュエータの作動の前に、周囲圧力よりも低い圧力にある容積を有し、前記
真空チャンバは、流体が、流路に沿って、前記開口部の中に、そして、前記真空チャンバ
に向けて引き込まれるようにするために、前記流路を介して前記開口部に流体的に連結可
能である、真空チャンバと、
　前記流路に沿って配置された流動制御要素であって、前記流動制御要素は、前記デバイ
スアクチュエータの作動の前に、前記真空チャンバと前記開口部との間の流体連通を防止
し、前記流動制御要素は、前記デバイスアクチュエータの作動の後に、前記開口部と前記
真空チャンバとの間の流体連通を可能にし、そして、流体が、前記流路に沿って、前記開
口部から前記真空チャンバに向けて流動することを可能にするように構成されている、流
動制御要素と、
　流体が前記被検体から放出されるようにするために、アレイ内に配列され、そして、被
験体の中に挿入されるように配列されている複数の極微針と、
　前記複数の極微針を、前記開口部に向けて、または、前記開口部を通して、展開方向に
移動させる展開アクチュエータであって、前記展開アクチュエータは、前記デバイスアク
チュエータの作動に応答して、前記複数の極微針を前記展開方向に移動させるように構成
されている、展開アクチュエータと、
　前記複数の極微針を前記開口部から離れるように後退方向に移動させる後退アクチュエ
ータであって、前記後退アクチュエータは、前記デバイスアクチュエータの作動に応答し
て、前記複数の極微針を前記後退方向に移動させるように構成されている、後退アクチュ
エータと
　を含む、デバイス。
【請求項２】
　前記後退アクチュエータは、前記展開アクチュエータの任意の展開移動の前に、最初の
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貯蔵されたポテンシャルエネルギーを有し、前記貯蔵されたポテンシャルエネルギーの放
出は、前記後退方向における前記複数の極微針の移動を引き起こす、請求項１に記載のデ
バイス。
【請求項３】
　前記展開アクチュエータは、前記複数の極微針に連結され、そして、前記デバイスアク
チュエータの作動に応答して、第１の安定状態から第２の安定状態に移動するように配列
された、双安定要素を含み、
　双安定状態の間を移動する前記第１の安定状態から前記第２の安定状態への前記双安定
要素の移動は、前記複数の極微針を、前記開口部に向けて、または、前記開口部を通して
、展開方向に移動させ、
　前記双安定要素は、前記双安定要素に対する外力が存在しないと、前記第２の安定状態
から前記第１の安定状態へと移動することができない、請求項１に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記双安定要素は、スナップドームを含む、請求項３に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記後退アクチュエータは、板バネを含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記真空チャンバと前記開口部との間に配置された膜をさらに含み、前記膜は、前記真
空チャンバの中への空気の通過を可能にするが、前記真空チャンバの中への液体の通過を
防止する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記真空チャンバとは別個の異なる貯蔵チャンバをさらに含む、請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項８】
　前記真空チャンバは、前記デバイスアクチュエータの作動の前に、大気圧より５０ｍｍ
Ｈｇ低い圧力より低い圧力にある、請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、
　前記デバイスは、
　ハウジングであって、デバイスアクチュエータと、前記ハウジングの中に流体を受け取
るための開口部とを含むハウジングと、
　前記ハウジング内の事前包装された真空チャンバであって、前記真空チャンバは、前記
デバイスアクチュエータの作動の前に、周囲圧力よりも低い圧力にある容積を有し、前記
真空チャンバは、流体が、流路に沿って、前記開口部の中に、そして、前記真空チャンバ
に向けて引き込まれるようにするために、前記流路を介して前記開口部に流体的に連結可
能であり、前記デバイスは、前記デバイスアクチュエータの作動の後に、前記開口部と前
記真空チャンバとの間の流体連通を可能にするように構成されている、真空チャンバと、
　前記真空チャンバと前記開口部との間で前記流路に沿って配置された膜であって、前記
膜は、前記真空チャンバの中への空気の通過を可能にするが、前記真空チャンバの中への
液体の進入を防止する、膜と、
　流体が被検体から放出されるようにするために、前記被験体の中に挿入されるように配
列されている複数の極微針と、
　前記複数の極微針を、前記開口部に向けて、または、前記開口部を通して、展開方向に
移動させる展開アクチュエータであって、前記展開アクチュエータは、前記デバイスアク
チュエータの作動に応答して、前記複数の極微針を前記展開方向に移動させるように構成
されている、展開アクチュエータと、
　前記複数の極微針を前記開口部から離れるように後退方向に移動させる後退アクチュエ
ータであって、前記後退アクチュエータは、前記デバイスアクチュエータの作動に応答し
て、前記複数の極微針を前記後退方向に移動させるように構成されている、後退アクチュ
エータと
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　を含む、デバイス。
【請求項１０】
　前記真空チャンバは、前記デバイスアクチュエータの作動の前に、大気圧より５０ｍｍ
Ｈｇ低い圧力より低い圧力にある、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　流動制御要素であって、前記流動制御要素は、前記開口部と前記真空チャンバとの間の
流体連通を防止し、前記流動制御要素は、前記デバイスアクチュエータの作動の後に、前
記開口部と前記真空チャンバとの間の流体連通を可能にするように構成されている、流動
制御要素
　をさらに含む、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記展開アクチュエータは、前記複数の極微針に連結された双安定要素を含み、前記双
安定要素は、前記デバイスアクチュエータの作動に応答して、第１の安定状態から第２の
安定状態へと移動するように配列されており、
　前記第１の双安定状態から前記第２の安定状態への前記双安定要素の移動は、前記複数
の極微針を、前記開口部に向けて、または、前記開口部を通して、展開方向に移動させ、
前記双安定要素は、前記双安定要素に対する外力が存在しないと、前記第２の安定状態か
ら前記第１の安定状態へと移動することができない、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１３】
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、
　前記デバイスは、
　ハウジングと、
　デバイスアクチュエータと、
　開口部および流動活性化体を含む流体輸送体であって、前記流動活性化体は、前記被検
体から流体が放出されるようにするために配列されており、前記開口部は、前記ハウジン
グの中に流体を受け取るように配列されている、流体輸送体と、
　展開アクチュエータであって、前記流動活性化体に連結された双安定要素を含み、前記
双安定要素は、前記デバイスアクチュエータの作動に応答して、第１の安定状態から第２
の安定状態へと移動するように配列されており、前記第１の双安定状態から前記第２の安
定状態への前記双安定要素の移動は、前記流動活性化体を、前記開口部に向けて、または
、前記開口部を通して、展開方向に移動させ、前記双安定要素は、前記双安定要素に対す
る外力が存在しないと、前記第２の安定状態から前記第１の安定状態へと移動することが
できない、展開アクチュエータと、
　前記流動活性化体を後退方向に移動させるように構築および配列されている後退アクチ
ュエータと
　を含む、デバイス。
【請求項１４】
　前記展開アクチュエータは、作動させられると、少なくとも１００，０００メートル／
秒２のピーク加速度で展開前位置から展開後位置まで移動する、請求項１３に記載のデバ
イス。
【請求項１５】
　前記デバイスアクチュエータの作動の前に周囲圧力よりも低い圧力にある前記ハウジン
グ内の真空チャンバをさらに含み、前記デバイスは、前記デバイスアクチュエータの作動
の後に、前記開口部と前記真空チャンバとの間で流体連通を可能にするように構成されて
いる、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記開口部と前記真空チャンバとの間の流体連通を防止する流動制御要素であって、前
記流動制御要素は、前記デバイスアクチュエータの作動の後に、前記開口部と前記真空チ
ャンバとの間の流体連通を可能にするように構成されている、流動制御要素
　をさらに含む、請求項１５に記載のデバイス。
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【請求項１７】
　前記流動活性化体は、複数の極微針を含む、請求項１３に記載のデバイス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　概略的であり、必ずしも一定の縮尺で描かれることを目的としていない、添付図面を参
照して、本発明の１つ以上の側面を組み込む、非限定的実施形態を一例として説明する。
図中、図示されるそれぞれの同一またはほぼ同一の構成要素は、典型的には、単一の数字
によって表される。明確にするために、全ての構成要素が全ての図で標識されるわけでも
、当業者が本発明を理解することを可能にするために図示が必要ではない、示される本発
明の各実施形態の全ての構成要素が標識されるわけでもない。
例えば、本発明は、以下を提供する。
（項目１）
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、上記デバイスは、
　開口部および流動活性化体を含む流体輸送体であって、上記流動活性化体は、上記被検
体から流体が放出されるようにするために配列されている、流体輸送体と、
　展開方向に上記流動活性化体を移動させるために構築および配列されている展開アクチ
ュエータと、
　後退方向に上記流動活性化体を移動させるために構築および配列されている後退アクチ
ュエータと
　を備えている、デバイス。
（項目２）
　上記展開アクチュエータは、上記後退アクチュエータに取り付けられている、項目１に
記載のデバイス。
（項目３）
　上記展開アクチュエータおよび後退アクチュエータは、エフェクタ本体を介して接続さ
れている、項目２に記載のデバイス。
（項目４）
　上記展開アクチュエータは、展開および後退方向に可逆的に移動可能である、項目１に
記載のデバイス。
（項目５）
　上記展開アクチュエータは、上記展開方向への移動前、上記開口部に対面する凹状部分
を有し、上記展開方向への移動後、上記開口部に対面する凸状部分を有する、項目１に記
載のデバイス。
（項目６）
　上記展開アクチュエータは、スナップドームを備えている、項目１に記載のデバイス。
（項目７）
　上記展開アクチュエータは、複数のローブを備えている、項目１に記載のデバイス。
（項目８）
　上記展開アクチュエータは、作動させられると、上記展開アクチュエータへの少なくと
も０．１Ｎまたは少なくとも０．３Ｎの力の適用に応じて、展開方向に移動する、項目１
に記載のデバイス。
（項目９）
　上記展開アクチュエータは、ポリマーまたは金属を含む、項目１に記載のデバイス。
（項目１０）
　上記展開アクチュエータは、４ｃｍ以下の最大直径を有する、項目１に記載のデバイス
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。
（項目１１）
　上記展開アクチュエータは、作動させられると、少なくとも１ｃｍ／秒または少なくと
も１０ｃｍ／秒の平均速度で展開方向に移動する、項目１に記載のデバイス。
（項目１２）
　上記展開アクチュエータは、作動させられると、約０．００２秒未満の期間で展開前位
置から展開後位置まで移動する、項目１に記載のデバイス。
（項目１３）
　上記展開アクチュエータは、作動させられると、少なくとも１００，０００メートル／
秒２のピーク加速度で展開前位置から展開後位置まで移動する、項目１に記載のデバイス
。
（項目１４）
　上記展開アクチュエータは、作動させられると、展開方向に移動するとき、上記展開ア
クチュエータのいずれの部分も約５ｍｍより大きく移動しない、項目１に記載のデバイス
。
（項目１５）
　上記流動活性化体は、１本以上の針または極微針を備えている、項目１に記載のデバイ
ス。
（項目１６）
　上記針または極微針のうちの少なくともいくつかは、中実または中空である、項目１５
に記載のデバイス。
（項目１７）
　上記針または極微針のうちの少なくともいくつかは、約５ミリメートル未満の長さを有
する、項目１５に記載のデバイス。
（項目１８）
　上記針または極微針のうちの少なくともいくつかは、約１ｍｍ以下の上記被検体の皮膚
への最大穿通を有する、項目１５に記載のデバイス。
（項目１９）
　上記針または極微針のうちの少なくともいくつかは、少なくとも約５００マイクロメー
トルの上記被検体の皮膚への最小穿通を有する、項目１５に記載のデバイス。
（項目２０）
　上記流動活性化体は、上記展開アクチュエータに固定されている、項目１に記載のデバ
イス。
（項目２１）
　上記流動活性化体は、変換構造または膜を介して上記展開アクチュエータに固定されて
いる、項目２０に記載のデバイス。
（項目２２）
　上記展開アクチュエータを展開方向に移動させることが可能なデバイスアクチュエータ
をさらに備えている、項目１に記載のデバイス。
（項目２３）
　上記デバイスアクチュエータは、ボタンまたはスライダを備えている、項目２２に記載
のデバイス。
（項目２４）
　上記デバイスアクチュエータは、少なくとも、ユーザによって操作可能な第１の部分と
、展開方向に上記展開アクチュエータを移動させるために配列されている第２の部分とを
備えている、項目２２に記載のデバイス。
（項目２５）
　上記デバイスアクチュエータの少なくとも一部分は、展開方向に上記展開アクチュエー
タを移動させるために、上記展開アクチュエータの上で横方向に摺動することが可能であ
る、項目２２に記載のデバイス。
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（項目２６）
　上記デバイスアクチュエータの少なくとも一部分は、展開方向に上記展開アクチュエー
タを移動させるために、上記展開アクチュエータの中へ下向きに押し進められることが可
能である、項目２２に記載のデバイス。
（項目２７）
　上記後退アクチュエータを後退方向に移動させることが可能なデバイスアクチュエータ
をさらに備えている、項目１に記載のデバイス。
（項目２８）
　上記後退アクチュエータは、バネを備えている、項目１に記載のデバイス。
（項目２９）
　上記バネは、展開前、比較的高いエネルギー状態にあり、展開後、比較的低いエネルギ
ー状態にある、項目２８に記載のデバイス。
（項目３０）
　上記後退アクチュエータは、コイルバネまたは板バネを備えている、項目１に記載のデ
バイス。
（項目３１）
　上記後退アクチュエータは、多足板バネを備えている、項目１に記載のデバイス。
（項目３２）
　上記後退アクチュエータは、弾性部材を備えている、項目１に記載のデバイス。
（項目３３）
　上記後退アクチュエータは、後退方向に上記開口部から離れるほうに上記展開アクチュ
エータを移動させる、項目１に記載のデバイス。
（項目３４）
　上記展開アクチュエータのいずれの部分も、上記後退アクチュエータが後退方向に移動
するときに、１０ｍｍより大きく移動しない、項目１に記載のデバイス。
（項目３５）
　上記後退アクチュエータは、後退後に定位置で係止される、項目１に記載のデバイス。
（項目３６）
　上記展開アクチュエータは、後退方向に上記後退アクチュエータを移動させることによ
って作動させられる、項目１に記載のデバイス。
（項目３７）
　基部およびカバーを含む筐体をさらに備え、上記基部およびカバーは、上記展開および
後退アクチュエータを封入し、上記筐体の一部分は、上記開口部を画定する、項目１に記
載のデバイス。
（項目３８）
　上記筐体は、上記開口部から上記筐体の中への流体の流動を引き起こすために配列され
ている真空源を画定する、項目３７に記載のデバイス。
（項目３９）
　上記真空源と上記開口部との間に流体連結を作成するチャネルをさらに備え、上記真空
源によって引き起こされる流動は、少なくとも部分的に上記チャネルを通る、項目３８に
記載のデバイス。
（項目４０）
　上記チャネルへの流体連結を有する貯蔵チャンバをさらに備え、上記チャネルの中の流
体は、上記貯蔵チャンバに進入する、項目３９に記載のデバイス。
（項目４１）
　上記真空源と上記開口部との間の流動を制御するために配列されているシールをさらに
備えている、項目３８に記載のデバイス。
（項目４２）
　デバイスアクチュエータが、上記シールに作用して上記真空源と上記開口部との間の流
動を可能にするために配列されている、項目４１に記載のデバイス。
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（項目４３）
　上記デバイスは、流体の受け取りを示す指標を含む、項目１に記載のデバイス。
（項目４４）
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、上記デバイスは、
　流体を受け取るように配列されている開口部と、
　展開前、上記開口部から第１の距離にあり、展開後、上記開口部から第２の距離にある
流動活性化体であって、上記第１の距離は、上記第２の距離とは異なる、流動活性化体と
　を備えている、デバイス。
（項目４５）
　上記第１の距離は、上記第２の距離よりも小さい、項目４４に記載のデバイス。
（項目４６）
　上記流動活性化体は、１本以上の針を含む、項目４４に記載のデバイス。
（項目４７）
　展開方向および後退方向に上記流動活性化体を移動させるために配列されているエフェ
クタをさらに備えている、項目４４に記載のデバイス。
（項目４８）
　上記エフェクタは、一緒に取り付けられている展開アクチュエータおよび後退アクチュ
エータを含み、上記展開アクチュエータは、上記展開方向に上記流動活性化体を少なくと
も上記第１の距離移動させるために配列され、上記後退アクチュエータは、上記後退方向
に上記流動活性化体を少なくとも上記第２の距離移動させるために配列されている、項目
４７に記載のデバイス。
（項目４９）
　上記展開アクチュエータは、上記後退アクチュエータが上記後退方向に上記流動活性化
体を移動させるよりも高い速度で、上記展開方向に上記流動活性化体を移動させる、項目
４８に記載のデバイス。
（項目５０）
　基部およびカバーを含む筐体をさらに備え、上記基部およびカバーは、上記流動活性化
体を封入し、上記筐体の一部分は、上記開口部を画定する、項目４４に記載のデバイス。
（項目５１）
　上記筐体は、上記開口部から上記筐体の中への流体の流動を引き起こすために配列され
ている真空源を画定する、項目５０に記載のデバイス。
（項目５２）
　上記真空源と上記開口部との間に流体連結を有するチャネルをさらに備え、上記真空源
によって引き起こされる流動は、少なくとも部分的に上記チャネルを通る、項目５１に記
載のデバイス。
（項目５３）
　上記チャネルへの流体連結を有する貯蔵チャンバをさらに備え、上記チャネルの中の流
体は、上記貯蔵チャンバに進入する、項目５２に記載のデバイス。
（項目５４）
　上記真空源と上記開口部との間の流動を制御するために配列されているシールをさらに
備えている、項目５１に記載のデバイス。
（項目５５）
　展開方向および後退方向に上記流動活性化体を移動させるために配列されているエフェ
クタをさらに備え、上記エフェクタは、上記真空源と上記開口部との間の流動を可能にす
るように配列されている、項目５０に記載のデバイス。
（項目５６）
　上記展開方向に上記流動活性化体を少なくとも上記第１の距離移動させるために配列さ
れているバネ要素を含む展開アクチュエータと、上記後退方向に上記流動活性化体を少な
くとも上記第２の距離移動させるために配列されているバネ要素を含む後退アクチュエー
タとをさらに備えている、項目４４に記載のデバイス。
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（項目５７）
　上記デバイスは、流体の受け取りを示す指標を含む、項目４４に記載のデバイス。
（項目５８）
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、上記デバイスは、
　開口部および流動活性化体を含む流体輸送体であって、上記流動活性化体は、上記被検
体から流体が放出されるようにするための展開のために移動可能であり、上記被検体から
離れるほうへの後退のために移動可能である、流体輸送体と、
　機械構成要素のみを含み、電子制御がないエフェクタであって、上記エフェクタは、展
開および後退のために上記流動活性化体を移動させ、上記流動活性化体の展開移動は、上
記流動活性化体の後退移動よりも実質的に高速で起きる、エフェクタと
　を備えている、デバイス。
（項目５９）
　上記エフェクタは、展開アクチュエータと後退アクチュエータとを含み、上記展開アク
チュエータは、展開方向に上記流動活性化体を移動させるために配列され、後退アクチュ
エータは、後退方向に上記流動活性化体を移動させるために配列されている、項目５８に
記載のデバイス。
（項目６０）
　上記展開アクチュエータは、上記展開方向に上記流動活性化体を移動させるために配列
されているバネ要素を含み、後退アクチュエータは、上記後退方向に上記流動活性化体を
移動させるために配列されているバネ要素を含む、項目５９に記載のデバイス。
（項目６１）
　上記展開アクチュエータおよび上記後退アクチュエータは、一緒に取り付けられている
、項目５９に記載のデバイス。
（項目６２）
　上記流動活性化体は、１本以上の針を含む、項目５８に記載のデバイス。
（項目６３）
　基部およびカバーを含む筐体をさらに備え、上記基部およびカバーは、上記流動活性化
体および上記エフェクタを封入し、上記筐体の一部分は、上記開口部を画定する、項目５
８に記載のデバイス。
（項目６４）
　上記筐体は、上記開口部から上記筐体の中への流体の流動を引き起こすために配列され
ている真空源を画定する、項目６３に記載のデバイス。
（項目６５）
　上記真空源と上記開口部との間に流体連結を有するチャネルをさらに備え、上記真空源
によって引き起こされる流動は、少なくとも部分的に上記チャネルを通る、項目６４に記
載のデバイス。
（項目６６）
　上記チャネルへの流体連結を有する貯蔵チャンバをさらに備え、上記チャネルの中の流
体は、上記貯蔵チャンバに進入する、項目６５に記載のデバイス。
（項目６７）
　上記真空源と上記開口部との間の流動を制御するために配列されているシールをさらに
備えている、項目６４に記載のデバイス。
（項目６８）
　デバイスアクチュエータが、上記真空源と上記開口部との間の流動を可能にするために
配列されている、項目６７に記載のデバイス。
（項目６９）
　上記デバイスアクチュエータは、穿刺部材を含み、上記穿刺部材は、上記シールを穿刺
して上記真空源と上記開口部との間の流動を可能にするように配列されている、項目６８
に記載のデバイス。
（項目７０）



(9) JP 2014-516645 A5 2015.6.18

　上記デバイスは、流体の受け取りを示す指標を含む、項目５８に記載のデバイス。
（項目７１）
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、上記デバイスは、
　開口部および流動活性化体を含む流体輸送体であって、上記流動活性化体は、上記被検
体から流体が放出されるようにするために配列されている、流体輸送体と、
　周囲圧力より低い圧力を提供する真空源と、
　上記開口部と上記真空源との間に流体連結を作成するチャネルと
　を備え、
　上記流動活性化体は、上記チャネルに沿った上記開口部と上記真空源との間の流体連通
が可能になった後、作動させられる、デバイス。
（項目７２）
　上記流動活性化体は、上記流体連通が可能になった後、後退させられる、項目７１に記
載のデバイス。
（項目７３）
　上記流動活性化体は、上記流体連通が可能になった後、展開される、項目７１に記載の
デバイス。
（項目７４）
　上記真空源は、上記被検体からの体液の導入前、大気圧より約３００ｍｍＨｇ以上低い
圧力を有する、項目７１に記載のデバイス。
（項目７５）
　上記真空源は、約１０ｍｌより小さい容積を有する、項目７１に記載のデバイス。
（項目７６）
　展開方向および後退方向に上記流動活性化体を移動させるために配列されているエフェ
クタをさらに備えている、項目７１に記載のデバイス。
（項目７７）
　上記エフェクタは、一緒に取り付けられている展開アクチュエータおよび後退アクチュ
エータを含み、上記展開アクチュエータは、上記展開方向に上記流動活性化体を移動させ
るために配列され、上記後退アクチュエータは、上記後退方向に上記流動活性化体を移動
させるために配列されている、項目７６に記載のデバイス。
（項目７８）
　上記展開アクチュエータは、上記後退アクチュエータが上記後退方向に上記流動活性化
体を移動させるよりも高い速度で、上記展開方向に上記流動活性化体を移動させる、項目
７７に記載のデバイス。
（項目７９）
　基部およびカバーを含む筐体をさらに備え、上記基部およびカバーは、上記流動活性化
体および上記エフェクタを封入し、上記筐体の一部分は、上記開口部を画定する、項目７
６に記載のデバイス。
（項目８０）
　上記真空源は、上記筐体によって画定され、上記開口部から上記筐体の中への流体の流
動を引き起こすように配列されている、項目７９に記載のデバイス。
（項目８１）
　上記デバイスの表面上に位置付けられた接着剤をさらに備え、上記デバイスの表面は、
上記被検体の皮膚に適用される、項目７１に記載のデバイス。
（項目８２）
　上記チャネルへの流体連結を有する上記貯蔵チャンバをさらに備え、上記チャネルの中
の流体は、貯蔵チャンバに進入する、項目７１に記載のデバイス。
（項目８３）
　上記真空源と上記開口部との間の流動を制御するために配列されているシールをさらに
備えている、項目７１に記載のデバイス。
（項目８４）
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　展開方向および後退方向に上記流動活性化体を移動させるために配列されているエフェ
クタをさらに備えている、項目８３に記載のデバイス。
（項目８５）
　デバイスアクチュエータをさらに備え、デバイスアクチュエータの作動は、流体連通が
可能になること、および上記流動活性化体の作動が起きるようにする、項目７１に記載の
デバイス。
（項目８６）
　上記チャネルに沿った上記開口部と上記真空源との間の流体連通は、上記穿刺部材によ
って可能にされ、上記穿刺部材は、上記デバイスアクチュエータが作動させられたときに
上記穿刺部材が移動することができるように、上記デバイスアクチュエータに機械的に連
結されている、項目８５に記載のデバイス。
（項目８７）
　上記デバイスアクチュエータの作動後、流体連通が可能になることおよび上記流動活性
化体の作動は、上記デバイスアクチュエータに適用される任意の後続の力とは無関係であ
る、項目８５に記載のデバイス。
（項目８８）
　後退方向に上記流動活性化体を移動させる後退アクチュエータをさらに備えている、項
目８７に記載のデバイス。
（項目８９）
　上記後退アクチュエータは、ねじりバネを備えている、項目８８に記載のデバイス。
（項目９０）
　上記流動活性化体は、圧力差によって作動させられる、項目７１に記載のデバイス。
（項目９１）
　上記デバイスは、流体の受け取りを示す指標を含む、項目７１に記載のデバイス。
（項目９２）
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、上記デバイスは、
　周囲圧力より低い圧力を提供する真空源と、
　開口部、および上記被検体から流体が放出されるようにするために配列されている流動
活性化体を含む流体輸送体であって、上記流動活性化体は、展開方向および後退方向に移
動可能である、流体輸送体と、
　上記開口部と上記真空源との間に流体連結を作成するチャネルと
　を備え、
　上記チャネルを通る上記開口部と上記真空源との間の流体連通は、上記流動活性化体が
上記後退方向に移動させられる前に可能にされる、デバイス。
（項目９３）
　上記チャネルを通る上記開口部と上記真空源との間の流体連通は、上記流動活性化体が
上記展開方向に移動させられる前に可能にされる、項目９２に記載のデバイス。
（項目９４）
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、上記デバイスは、
　開口部および流動活性化体を含む流体輸送体であって、上記流動活性化体は、上記被検
体から流体が放出されるようにするために配列されている、流体輸送体と、
　周囲圧力より低い圧力を提供する真空源と、
　上記開口部と上記真空源との間に流体連結を作成するチャネルと、
　上記流動活性化体を作動させ、上記チャネルを通る上記開口部と上記真空源との間の流
体連通を可能にするデバイスアクチュエータと
　を備えている、デバイス。
（項目９５）
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、上記デバイスは、
　流動活性化体を含む流体輸送体であって、上記流動活性化体は、上記被検体から流体が
放出されるようにするために配列されている、流体輸送体と、
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　上記流動活性化体の任意の展開移動前に、最初の貯蔵されたポテンシャルエネルギーを
有するエフェクタであって、上記エフェクタは、上記貯蔵されたポテンシャルエネルギー
を放出して上記流動活性化体を後退させるように配列されている、エフェクタと
　を備えている、デバイス。
（項目９６）
　被検体から流体を受け取るためのデバイスであって、上記デバイスは、
　流動活性化体を含む筐体であって、上記流動活性化体は、上記被検体から流体が放出さ
れるようにするために配列され、上記筐体に対して移動可能である、筐体と、
　展開方向に上記流動活性化体を移動させるために配列されている展開アクチュエータと
、
　後退方向に上記流動活性化体を移動させるために配列されている後退アクチュエータと
、
　を備え
　上記流動活性化体、上記展開アクチュエータ、および上記後退アクチュエータは、実質
的に同心円状に整列させられている、デバイス。
（項目９７）
　上記展開アクチュエータと上記後退アクチュエータとの間に位置するスペーサ要素をさ
らに備え、上記スペーサ要素は、上記展開アクチュエータと同心円状に整列させられてい
る、項目９６に記載のデバイス。
（項目９８）
　上記展開アクチュエータは、上記流動活性化体に連結されている、項目９６に記載のデ
バイス。
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